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新
春
を
迎
え
謹
ん
で
お
喜
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
お
揃
い
で

健
や
か
な
良
い
お
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
祈
念
を
い
た
す
次
第

で
あ
り
ま
す
。

平
素
よ
り
村
民
の
皆
様
方
に
は

何
か
と
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
さ
、

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
元
年
は
激
動
の
年
で
あ
り
ま

し
た
が
、
本
村
に
と
り
ま
し
て
は

平
和
な
中
で
事
業
も
計
画
通
り
進

み
、
行
政
全
般
に
わ
た
り
順
調
に

進
展
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
村
に
も
多
く
の
問
題
が
あ
り

平成 2年 1月25日(1) 

長

大

富
士
男

野

ま
す
が
、
特
に
振
興
を
凶
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
農

林
業
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
今
か

ら
必
第
一
次
産
業
は
技
術
の
革
新

を
図
り
正
確
な
情
報
を
収
集
し
、

流
通
に
つ
い
て
は
村
独
宵
の
機
構

を
つ
く
り
、
崖
地
形
成
の
た
め
の

努
力
を
か
さ
ね
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

本
村
に
と
っ
て
大
切
な
木
材
に

つ
い
て
は
、
林
道
網
の
整
備
、
貯

木
場
の
建
設
を
始
め
と
し
て
木
材

の
付
加
価
値
を
つ
け
る
た
め
の
加

工
場
は
絶
対
に
必
要
で
あ
り
、
今

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
と
共
に
、
公
共
事
業
の
獲

得
に
は
特
に
努
力
を
重
ね
、
村
民

の
所
得
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
皆
様
の
ご
理
解
に
よ
り
、

小
学
校
統
合
、
同
時
に
校
舎
建
設

て

保

存

ー

ν
辛
品

1
レ

行

河辺村公民館
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に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
着
々

と
工
事
も
進
み
、
現
在
は
グ
ラ
ン

ド
建
設
の
計
画
に
入
っ
て
お
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
子
供
の
教
育
は
地
域
を

意
識
す
る
教
育
で
あ
り
、
共
に
育

て
る
教
育
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
充
実

L

た
施
設
、
最
も

1

川
氏
い
環
境
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
を
元
に
し
て
の
人

づ
く
り
は
生
涯
教
育
又
、
す
べ
て

の
人
の
教
育
に
力
を
入
れ
、
村
、
つ

く
り
の
た
め
に
強
い
連
帯
意
識
を

持
ち
、
知
識
と
創
造
性
に
富
み
、

人
情
味
の
あ
る
入
、
つ
く
り
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
観
光
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
の
宿
周
辺
に
公
園

整
備
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、

固
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
年

度
も
引
き
続
き
ふ
る
里
創
生
資
金

を
予
算
北
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
立
派
な
公
園
を
完
成
さ
せ

自
ら
考
え
、
自
ら
行
う
他
町
村
に

な
い
ふ
る
さ
と
創
り
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
兵
て
お
り
ま
す
。

よ

つ、、J人のうごき
(平成2年 l月1日現在)

世帯数 575 戸
男下 879 人

交 子 864 人

計 1，7 4 3人

5 64 .1.1 ~ 1，783 (-40) 

S63. 1. 1~1 ， 829 (-86) 

S62. 1.1~1 ， 887 (ー14.li

561.1.1'、]】 928(-185) 

S 611.1.1へ 1，981(-238) 

何
と
申
し
ま
し
で
も
村
氏
全
員

が
同
一
の
目
的
の
た
め
に
協
調
と

協
助
の
力
を
持
っ
て
努
力
を
し
て

頂
く
な
ら
ば
、
最
も
立
派
な
村
が

創
り
出
せ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
政
治
理
念
は
、
対
話
を
通

じ
て
の
和
の
行
政
で
あ
り
、
公
正

と
正
義
の
実
現
こ
そ
行
政
の
責
務

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
村

民
の
総
意
を
反
映
し
た
和
の
行
政

を
基
本
に
、
地
域
の
生
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
、
健
全
財
政
を
保
ち
福
祉

向
上
を
図
り
、
長
寿
社
会
に
対
応

で
き
る
合
理
的
行
政
運
営
を
行
う

と
共
に
議
員
各
位
と
の
合
議
を
尽

し
な
が
ら
、
心
豊
か
で
逗
し
い
農

林
業
の
村
づ
く
り
に
最
善
心
努
力

を
尽
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
絶
大
な
る
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

迎
え
ま
し
た
新
年
が
河
辺
村
に

と
っ
て
平
和
な
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

P

一
昨
年
は
正
に
激
動
の

泊
し
主
で
あ
っ
た
。
圏
内
で

…
、
ま

τ、
昭
和
天
皇
崩
御
を

時

!ι
出
始
め
、
消
費
税
晶
子
人
、

時
十
供
向
参
議
院
で
の
与
野
党
道

ケ
コ
時
転
手
、
国
外
で
は
東
欧

;
:
 

判

A
H
諸
国
の
体
制
崩
壊
、
米

ソ
の
冷
戦
終
着
等
々
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。
村
内
は
ど
う
で
あ
っ

た
ろ
う
。
ふ
る
さ
と
の
宿
を
中
心

と
し
た
催
し
、
龍
馬
駅
藩
mw
道

等
々
、
村
外
に
対
し
で
も
チ
ヨ
ッ

ト
し
た
河
辺
ブ
ー
ム
を
ま
き
起
こ

し
た
。
と
れ
も
か
つ
て
な
か
っ
た

事
で
あ
り
、
激
動
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
い
。

さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な

る
か
楽
し
み
で
あ
る
。
村
外
は
さ

て
置
き
、
村
内
に
お
い
て
は
昨
年

の
河
辺
ブ

l
ム
を
定
着
さ
せ
る
年

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
こ
か
ら
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
放

射
状
に
延
ば
し
て
行
き
た
い
。
そ

の
為
に
は
、
我
々
村
民
一
人
一
人

が
「
わ
し
が
や
ら
な
き
ゃ
誰
が
や

る
」
の
気
概
を
持
ち
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
だ
と
考

え
る
。
粁
辺
の
将
来
を
考
え
、
自

分
た
ち
の
あ
一
ら
ゆ
る
可
能
性
を
真

剣
に
語
る
グ
ル
ー
プ
が
三
人
五
人

と
出
来
て
、
大
き
な
か
風
α

を
起

こ
す
原
動
力
に
な
れ
ば
素
晴
ら
し

い
事
だ
と
思
う
の
だ
が
・
.

(
福
)
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議

長

松

尾

2出

行

計

十

抑

制

詰

サ

副

議

長

松

尾

付

基

選

指

名

推

せ

ん

の

結

果

、

新

し

く

議

守
-
.
長
に
松
尾
明
氏
、
副
議
長
に
松
尾

一
男
氏
が
満
場
一
致
で
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

各
種
委
員
会
の
構
成
は
次
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

@
委
員
長

O
副
委
員
長

※
総
務
民
教
委
員
会

(2) 平成2年 1月25日

十
二
月
の
定
例
村
議
会
が
十
九

日
に
聞
か
れ
、
議
案
七
件
が
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員

と
し
て
富
永
万
作
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

Jてわ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議

長

松

尾

カミ第 86号

新
年
を
迎
え
謹
ん
で
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
十
二
月
の

村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
前
議

長
本
山
清
明
氏
が
議
長
の
職
を
辞

任
さ
れ
、
後
任
と
し
て
、
不
肖
私

が
御
選
任
い
た
だ
き
、
十
二
月
十

九
日
付
で
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、 明

ま
た
感
激
と
と
も
に
責
任
の
重
大

さ
を
自
覚
い
た
し
て
お
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
非

才
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
歴
代
議
長

諸
氏
の
遣
さ
れ
た
業
績
と
、
卓
越

し
た
政
治
力
に
は
及
び
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、
任
期
中
微
力
な
が
ら
皆

様
の
負
託
に
お
応
え
す
べ
く
努
力

を
惜
し
ま
な
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
激
動
の
昭
和
か
ら
平
成
へ
と

元
号
が
改
め
ら
れ
二
年
目
を
迎
え

ま
し
て
、
今
世
紀
も
残
す
と
こ
ろ

十
年
と
な
り
二
十
一
世
紀
へ
向
け

て
、
世
界
的
規
模
で
の
大
転
換
期

に
突
入
し
た
観
が
あ
り
ま
す
。
ソ

連
に
お
け
る
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」

に
端
を
発
し
、
東
欧
諸
国
の
自
由

化
へ
向
げ
て
の
革
命
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
動
く
世
界
の
政
治
改
革

。
中
野
光
男

佐
伯
範
男

長
岡
吉
男

O
大
森
高
知

森

良

樹

※
産
業
建
設
委
員
会

。
本
山
清
明

O
田
中
五
月

向

井

猛

富

永

万

作

松

尾

明

松

尾

一

男

※
河
辺
川
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

。

向

井

猛

O
佐
伯
範
男

富

永

万

作

中

野

光

男

松

尾

一

男

長

岡

吉

男

に
伴
い
、
当
然
に
起
こ
る
経
済
界

へ
の
余
波
は
、
経
済
大
国
と
い
わ

れ
る
我
国
に
と
っ
て
多
大
の
影
響

が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
内
外
共
に
厳
し
い
状
況

下
に
あ
っ
て
は
、
当
村
の
よ
う
な

へ
き
村
と
い
え
ど
も
、
傍
観
は
許

さ
れ
な
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。
村

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
村
行

政
と
共
に
、
住
民
を
乗
せ
た
車
の

両
輪
と
な
っ
て
二
十
一
世
紀
を
展

望
し
、
住
民
の
福
祉
向
上
に
全
精

力
を
傾
注
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
と

御
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

寒
さ
厳
し
き
折
柄
、
皆
様
の
御

健
康
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
就
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

3重一会
;E窪
主回一一
五力、音匹

空;2改

長符正

女
候
補
者
等
の
寄
附
禁
止
の
強
化

一
、
候
補
者
等
が
行
う
選
挙
区
内

で
の
寄
附
は
次
の
も
の
を
除
き

す
べ
て
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
政
党
等
及
び
親
族
に
対
す
る

も
の
。

②
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
必

要
や
む
を
得
な
い
実
費
の
補

償
(
た
だ
し
、
食
事
・
食
事

料
の
提
供
は
禁
止
・
・
・
罰
則
)

③
本
人
が
出
席
す
る
結
婚
披
露

宴
、
葬
式
に
お
け
る
祝
儀
、

香
典
。

罰
則
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
。

選
挙
に
関
す
る
寄
附
、
通

常
一
般
の
社
交
の
程
度
を
超

え
る
寄
附
を
す
る
場
合
は
、

一
年
以
下
の
禁
鋼
又
は
十
万

円
以
下
の
罰
金
。

二
、
候
補
者
等
を
威
迫
し
て
す
る

寄
附
の
勧
誘
、
要
求
等
に
つ
い

て
罰
則
。

罰
則
一
年
以
下
の
懲
役
、
禁
鋼

又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金

一
ニ
、
候
補
者
等
を
名
義
人
と
し
て

す
る
寄
附
は
、
罰
則
を
も
っ
て

禁
止
。

罰
則
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
。

大
後
援
団
体
の
寄
附
禁
止
の
強
化

後
援
団
体
が
行
う
特
定
の
寄
附

(
花
輪
、
香
典
パ
祝
儀
等
)
は
選

挙
前
の
一
定
期
間
外
で
あ
っ
て
も

罰
則
を
も
っ
て
禁
止
。

罰
則
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
。

女
名
刺
広
告
の
禁
止

て
候
補
者
等
、
後
援
団
体
の
い

わ
ゆ
る
名
刺
広
告
は
、
罰
則
を

も
っ
て
禁
止
。

罰
則
ニ
十
万
円
以
下
の
罰
金
。

二
、
威
迫
し
て
名
刺
広
告
を
求
め

る
行
為
に
つ
い
て
は
、
罰
則
を

も
っ
て
禁
止
。

罰
則
一
年
以
下
の
懲
役
、
禁
鋼

又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
。

女
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

候
補
者
等
の
時
候
に
関
す
る
あ

い
さ
つ
状
(
電
報
を
含
む
)
を
禁

止。罰

則

な

し

〈
用
語
の
説
明
〉

@
寄
附

金
銭
、
物
品
そ
の
他
の
財
産
上

の
利
益
の
供
与
等
(
花
輪
、
供
花
、

香
典
、
祝
儀
等
を
含
む
。
)

。
候
補
者
等

公
職
の
候
補
者
、
公
職
の
候
補

者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
、
公
職
に

あ
る
者
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
、
河

辺
村
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
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脚
競
う
/

Jて

第
四
回
河
辺
村
健
康
マ
一
ブ
ゾ
シ

大
会
(
公
民
館
主
催
)
が
十
二
月

i
七
日
(
日
)
、
「
河
辺
村
住
民
の

健
康
精
進
を
は
か
り
、
地
域
住
民

の
述
帯
意
識
づ
く
り
、
健
康
な
身

体
と
明
る
い
家
庭
や
地
域
ゃ
つ
く
り

に
努
め
る
。
」
を
目
的
に
開
催
き
れ

た。
参
加
者
は
、
小
手
一
年
生
か
ら

五
十
九
歳
ま
で
合
計
九
十
七
名
が

2
k
e
4
K
@
6
K
のコ
l
ス
に

分
か
れ
て
、
日
頃
河
辺
の
山
辺
で

鍛
え
た
健
脚
を
競
っ
た
。

入
賞
者
法
次
の
、
ど
お
り
で
す
。

大

2
K
コ
l
ス

わカ瓦平成 2年 1月25日(3) 

小
学
生
低
学
年
の
部

一

位

篠

原

裕

之

一

位

富

永

相

孝

三

位

大

見

義

徳

三

位

上

野

陽

司

小
学
生
高
学
年
の
部

一

位

片

山

文

生

二

位

露

門

秀

和

三

位

富

永

和

司

一
般
の
部
(
巾
学
生
含
む
)

一

位

古

野

巻

一

同

二

位

大

森

誠

三

位

中

尾

秀

偉

大

4
K
コ
l
ス

小
学
生
の
部

一

位

二

位

三

件

一
般
の
部

一

位

二

位

三

位

A
Y
6
K
コ
!
ス

小
学
生
の
部

一

位

二

位

三

位

一
般
の
部

一

位

二

位

三

位

〈入賞者の面々〉

竹小露
林川内

口ヨ
H
M

突
イ
干

貴
之

浩
司

出山!真
中崎田

厚
健
一

孝
幸

渡上稲
部野田

充伸
也 司 誠

玉稲河
井田本

純!専優
平 信 也

卓
球
@
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

分
館
対
抗
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
(
公
民
館
主
催
)
が
平
成

元
年
十
一
月
十
九
日
午
前
九
時
か

ら
河
辺
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
に
向
け
、
各
分
館
で

は
、
夜
遅
く
ま
で
練
習
を
行
な
い

快
い
汗
を
流
し
、
親
睦
を
深
め
た
。

大
会
当
日
は
、
各
分
館
と
も
、

参
加
選
手
の
不
足
の
た
め
、
卓
球
@

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
か
け
も
ち
を
す

る
選
予
が
多
く
、
か
な
り
忙
し
い

大
会
と
な
っ
た
。

「
健
康
に
良
い
こ
と
何
か
や
っ
て

ま
す
か
。
」
と
言
う

C
M
が
昔
あ
り

ま
し
た
が
、
病
院
へ
行
っ
て
高
い

治
療
代
を
払
う
よ
り
、
何
か
ス
ポ
ー

ツ
を
し
て
快
い
汗
を
流
す
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

大
会
の
試
合
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

ときとれの村方久さ会昨機りり時た如えもつご か か 1 
ーでれ 級 村 ま 等開づががあ皆行々しとの年会、な問。〈ん河っし戦らにふ 1
日き て 生 議 す 承発くいでいき政とぶの総九がなが的交過と辺ぺた前お新る
で 、お、の 0 りのりのきのん、里り宿会月もからに通ぎし村ン頃の慶春さ
し話 り問中 、推のあま場と議帰 ではのてなもは至ててををの雪びをと
た の、窓に ご 進現るしを調会りに開幸河まか勤近便参い離取正深申おの
。つ回生は 努、況ふたもし関で会惟ぃ辺せ帰めくなりまれつ月いし迎皆

河 き十、昔 力将 、る 。つ く係 き員さと、愛ん省もで昨ますててをふ上えさ
辺な年がな に来観さ生こふ者、の内与友。のああ今し C 半い、るげのん t
にいぶ数つ 敬の I 光世ま思さまこ、 I

R霊Z2t 雪5|ふるさ涯に望む ぷ冶 |要望日;与て f長
て深再躍い 表ヨ | 隣ミ議量 |の迎私し過 心や

申ま村 いと し是| 松山市中野末虞 川れ まりしにでも

しにの最まのた非 ! (用の山出身) 鹿轟重轟筆陣| か二すにた苦、過
仁子二ま後すふくと l 闇臨盤醐暗闇 i ら十。」 。 慮行 蹄
げ多すに。れ、も は-活生さ政イじ
まかまな あ又 jレがも生空なアトま致た明て観聞とす代、世 躍きれ荷と
す らすり い人 iああれしつ lはれし聞のい光、の。で余紀 をがてで急

'のま を 情トりり里たたル、たま発環ま開景宿当も暇を 期いいの速
ごし 楽豊をま興の。計に村龍す整境す発勝を村あと自 待のる対に

味ご Yレ画もお馬。備にが等地 もるン前 致あよ応進
深く lで時 こ 脱先をマ、推の中、とヤに しるうのむ
い近トご官し藩般おツ山進整 Jυ ふ思 l し てトj承厳高
もくはぎにピノレ取願チ紫き備にるいので おづりし齢
ので、いか I I組いし水れ、公さま時こ りくまさ化
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叫
調
理
ふ
れ
め
い
ま
つ
れ
ワ
問

@
 

@
@
m
w
m切
m由
m
週
@
知
事
刑
事
m
温
m明
日
明

@
@
@
@
m明
m司m切
@
@
m
司
@
倒
直
樹
刑
四
m
四
何

』
九
世
富
田
唱
す
g

大
会
や
テ
ニ
ス
大
会
も
聞
か
れ
、

画

4daasad-

お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
、
一
日

第
一
回
河
辺
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
を
深
め
た
ま
つ

が
、
十
二
月
三
日
ふ
る
さ
と
の
宿
り
で
し
た
。

で
催
さ
れ
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
テ
ニ
ス
大
会
、
ク
ロ
ッ
ケ

l
大

商
工
会
加
盟
屈
の
方
々
が
消
費
者
会
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

の
皆
さ
ん
と
心
あ
た
た
ま
る
ふ
れ

C
テ
ニ
ス
大
会

あ
い
を
求
め
て
、
企
ム
向
さ
れ
た
も
優
勝
富
永
進
。
児
玉
健
一
一

の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
忙
し
い
商
二
位
山
内
善
行
。
上
回
美
代
子

工
会
員
が
皆
さ
ん
に
業
し
ん
で
説
三
位
吉
野
送
一
一

7
河
本
優
也

き
た
い
と
、
心
を
こ
め
て
準
備
に

汗
を
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
特
産
品
販
売
、
淡

水
魚
実
演
販
売
、
手
打
う
ど
ん
、

居
酒
屋
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
テ
ン
ト

村
が
建
ち
並
び
大
い
に
に
ぎ
わ
っ

た
。
居
酒
屋
コ
ー
ナ
ー
の
お
酒
は
、

河
辺
建
設
株
式
会
社
、
富
永
建
設

株
式
会
社
、
一
二
嶋
建
設
有
限
会
社

の
三
社
の
ご
高
配
に
よ
り
飲
み
放

題
で
あ
っ
た
。
子
供
た
ち
は
、
フ

ワ
フ
ワ
ラ
ッ
コ
や
卜
ン
カ
チ
広
場
、

映
画
(
銀
河
鉄
道
9
9
9
)
な
ど

を
楽
し
ん
だ
。
さ
ら
に
、
凶
午
牛

ま
れ
の
人
全
対
象
に
厄
払
い
、
お

神
楽
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
ほ
か
、

野
村
町
の
勇
壮
な
乙
亥
太
鼓
、
シ

ル
ク
太
鼓
が
会
場
一
杯
に
響
き
わ

た
り
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を
一
一
層

盛
り
上
げ
た
。
ま
た
、
ク
ロ
ッ
ケ
|

(4) 平成 2年 1月25日J丈わ力、第 86号

O

ク
ロ
ッ
ケ
l
大
会

優
勝
馬
喰
田
高
雄
@
上
久
保
ハ
ル

熊
野
オ
チ
エ

本

田

一

・

滝

宮

叶

古
野
清
武

富
永
清
数
・
安
田
ト
ラ
ヨ

高
橋
シ
マ

位位

心
の
ふ
れ
あ
う

里

づ

く

り

~ 
巳孟3
Eニニ2包

〈大盛況のふれあいまつり〉

喜
多
郡
河
辺
村
ふ
れ
あ
い
の
早

づ
く
り
推
進
協
議
会
(
会
長
大
野

富
士
男
村
長
)
主
催
の
一
二
世
代
交

流
会
が
去
る
十
一
月
二
十
日
、
河

辺
小
学
校
@
幼
稚
園
(
計
九
十
人
)

で
聞
か
れ
た
。

同
校
は
五
月
、
お
年
寄
り
の
農

業
の
技
を
学
び
な
が
ら
、
子
供
ら

に
作
物
を
育
て
て
も
ら
お
ろ
と
、

学
校
近
く
に
畑
三
百
平
方
い
れ
を
地

区
有
志
か
ら
借
り
受
け
、
「
な
か
よ

し
農
園
」
を
開
設
。

同
農
園
は
河
辺
村
、
大
洲
農
業

改
良
普
及
所
が
呼
び
掛
け
、
村
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
本
田
一
会
長
)

の
協
力
を
得
て
実
現
し
た
も
の
で
、

ふ
れ
あ
い
の
里
づ
く
り
推
進
事
業

の
一
環
と
し
て
実
施
。

開
設
式
に
は
、
児
童
@
闘
児
・

老
人
及
び
関
係
者
約
百
二
十
人
が

参
加
、
農
園
の
名
前
は
児
萱
か
ら

募
集
し
た
結
果
、
「
な
か
よ
し
農
園
」

と
命
名
、
小
川
貴
之
君
が
代
表
し

て
看
板
に
名
前
を
書
き
入
れ
た
。

続
い
て
普
及
所
指
導
員
の
対
話
で

農
作
物
な
ど
の
知
識
を
深
め
た
。

こ
の
あ
と
、
農
園
で
、
さ
つ
一
ま
い

も
の
苗
を
植
え
付
け
、
と
う
も
ろ

こ
し
(
収
穫
後
ソ
パ
)
の
種
を
播

き
古
河
口
て
て
き
た
。

「
三
世
代
交
流
会
」
は
、
初
め

て
の
収
穫
に
感
謝
す
る
こ
と
、
み

ん
な
で
作
物
を
料
理
し
会
食
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
共
に
汗
し
共
に

収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
中
か

ら
、
世
代
を
越
え
て
の
心
と
文
化

の
交
流
を
図
り
、
活
力
と
心
の
ふ

れ
あ
う
村
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

催
さ
れ
た
。

当
日
、
小
学
生
や
幼
稚
園
児
、

P
T
A
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
村
関
係

者
等
の
二
百
人
が
参
加
。
開
会
行

事
に
続
い
て
、

由
民
間
で
い
も
掘

り
を
行
い
約
百

キ
ロ
の
い
も
を
収

穫
し
た
。

次
に
、
い
も

を
主
体
に
し
た

お
料
理
も
つ
く
り

に
参
加
者
全
員

で
挑
戦
。

運

動

場

で

は
、
「
背
な
が
ら

の
足
踏
み
脱
穀

機
や
殻
竿
に
よ

る
ソ
パ
落
と
し
」

ま
た
、
「
手
打
ち

ソ
パ
も
つ
く
り
」

の
実
演
、
「
も
ち

つ
き
」
な
ど
を

行
っ
た
。

信

望号
最
後
に
、
チ
ど
も
、
父
母
、
老

人
の
三
世
代
と
参
加
者
全
員
揃
っ

て
会
食
を
行
い
、
盛
会
の
う
ち
に

会
を
終
了
し
た
。

今
回
の
「
河
辺
村
ふ
れ
あ
い
の

里
、
つ
く
り
推
進
事
業
」
に
つ
き
ま

し
て
、
河
辺
小

P
T
A
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
々
の
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
、
間
開
省
一

同
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

殻竿を使つてのソパおとし
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四
月
か
ら
ビ
カ
ピ
カ

~ミ

統
合
山
内
辺
小
学
校
々
舎
の
建
築

も
平
成
一
冗
年
八
月
に
始
ま
り
、
工

事
も
着
々
と
進
み
、
現
在
で
は
校
舎

の
全
容
を
毘
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

建
築
物
は
、
河
辺
小
学
校
々
舎

と
何
辺
小
学
校
墨
内
運
動
場
(
幼

稚
園
舎
を
含
む
)
で
あ
り
、
建
築
筈

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
ろ

に
な
っ
て
い
る
。

て
設
計
事
務
所
名

山
国
建
築
・
新
企
画
設
計

二
、
建
築
会
社

小
学
校
舎
河
辺
建
設
阻

屋
内
運
動
場
;
中
岡
組
阻

カ瓦平成 2年 1月25日(5) 

(
内
子
町
)

二
、
規
模

敷
地
面
積

小
学
校
舎

三
、
五
七
四
2m

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
三
階
建

小
学
校
延
べ
面
積

一
、
八

O
O
ぱ

崖
内
選
動
場

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
二
階
建

屋
内
運
動
場
延
べ
面
積

七
五
九
ぱ

(
内
幼
稚
園
舎
一
一
一
六
ぱ
)

回
、
工
期
平
成
元
年
八
月
十
二
U

平
成
一
一
年
一
二
月
二
十
五
日

五
、
総
工
費二

一
六
二
、
七
二
一
六
、
-
三
O
円

な
お
、
屋
内
運
動
場

の
一
階
の
一
部
が
幼
稚

園
舎
と
な
る
。

日
月
か
ら
新
し
い
校

舎
(
園
糸
口
)
と
新
し
い

河
辺
小
学
校
(
幼
稚
園
)

で
、
全
く
違
っ
た
環
境

で
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
に
な
り
、
少
々
戸
惑

う
か
も
し
れ
な
い
が
、

充
実
し
た
施
設
で
の
び

の
び
と
、
河
辺
っ
子
ら

し
く
成
長
し
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る
。

統合河辺小学校舎完成予想図
(布:小学校舎左:犀内運動場)

究
己
主
か
「
比
三
ζ
J
う

司

島

幸
三
時
札
主
主
6
7
ζ
6
4
」

子

一

の

三

月

限

れ

ノ

で

、

我

等

の

地

②

学

校

の

治

廿

間

十

一

一

一

一

校

舎

か

ら

、

は

し

ゃ

ぐ

姿

の

③

在

校

生

、

在

園

児

欄

一

た

ち

と

先

生

た

ち

が

、

い

よ

の

思

い

出

機

明

一
い
よ
居
な
く
な
る
o

淋

し

い

。

④

卒

業

生

の

思

い

出

交

一

一

数

年

間

に

及

ぶ

学

校

統

合

に

つ

一

⑤

故

郷

に

思

う

町

一

一

学

酌

一
い
て
の
話
し
合
い
の
結
果
で
あ
る
o

⑥

保

謀

者

の

思

い

山

側

杯

一

吋

せ

め

て

も

の

思

い

出

に

と

開

校

⑦

現

職

員

の

思

い

古

北

即

一
記
念
誌
を
P
T
A
で

企

画

、

校

区

③

卒

業

者

名

薄

柵

一

一

日

一

…

内

全

戸

よ

り

の

ご

厚

志

と

本

校

の

⑨

歴

代

職

員

名

簿

山

…

杭

一

…
卒
業
者
た
ち
の
こ
こ
ろ
よ
い
ご
寄
⑩
歴
代
P
T
A
会

長

剛

一

湘

一

一
稿
に
よ
り
発
刊
で
き
ま
す

Q

名

簿

一

寸

開

一

一

一

、

書

名

き

た

ひ

ら

⑪

寄

付

者

名

簿

昨

一

3

一

町
二
、
規
格

B
5
版

二

月

中

に

発

行

の

予

棚

一

一

一

表

紙

レ

ザ

ツ

ク

紙

定

で

す

。

醐

一

一

叩

写

真

二

十

数

枚

掲

載

リ

一

一

三

、

部

数

二

百

五

十

冊

山

一

町

一

回

、

内

容

師

一

一

戸

i
M
6
4顕
一
円
と
ご
挨
拶

共
同
募
金
会
の
お
礼

平
成
元
年
度
共
同
募
金
運
動
が

昨
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
門
三
十

一
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
の
絶
大
な
御
協
力

を
得
て
左
記
の
と
お
り
実
績
を
上

げ
る
と
と
が
で
き
ま
し
た
。
有
難

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
御

報
企
け
い
た
し
ま
す
。

部
落
募
金
一
四
六
、
一

O
O円

法
人
募
金
一
一
一

O
、

0
0
0円

職
域
募
金
一
二
六
、

0
0
0円

(
パ
ッ
チ
募
金
)

個
人
募
金
一
二
、

0
0
0円

街
頭
募
令
一
六
、
一
四
九
円

合

計

四

一

一

、

二

四

九

円

御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

厚
生
年
全
や
国
民
年
金
な
ど
の

年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
年
金
額
の
引
き
上
げ
は
、

昨
年
四
月
に
遡
っ
て
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
二
月
の
定
期
支
払

で
新
年
金
額
と
あ
わ
せ
て
改
定
差

額
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

厚
生
年
余
。
国
民
年
金
と
も
既

に
そ
れ
ぞ
れ
平
成
元
年
十
一
月
、

十
二
月
に
前
月
ま
で
の
月
分
の
年

金
額
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

一
一
月
の
支
払
い
で
は
、
前
回
の
点

払
い
以
降
の
月
分
の
新
年
金
の
額

と
、
昨
年
四
月
か
ら
既
に
支
払
済

み
の
月
分
ま
で
の
差
額
、
と
が
あ
わ

せ
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す。
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i 
平成 2年 1月25日

交
心
配
ご
と
相
談
(
無
料
)

毎
月
十
日
・
二
十
五
日

(
日
@
祝
祭
自
の
場
合
は
翌
日
)

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

九
時

i
十
五
時
ま
で

相
談
の
内
容
、
秘
密
は
絶
対
に

守
わ
ま
す
。

J丈

大
公
民
館
図
書

公
民
館
凶
牛
耳
円
主
を
ご
利
問
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

図
書
の
整
理
を
い
た
し
ま
す
心

で
、
返
却
期
限
の
過
ぎ
て
い
る
本

が
あ
り
ま
し
た
ら
至
急
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
県
立
図
書
(
い
よ
じ
号
)

の
入
れ
替
え
が
三
月
九
日
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
多
数
ご
利
用
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
返
却
に
つ
い
て

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

わyう為第 86号

大
8
ミ
リ
。
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
貸
出

公
民
館
で
は
各
種
行
事
を
誠
一
白

し
た

8
ミ
リ
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、

V

H
S型
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
貸
出
し

を
行
う
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
は
、
公
民
館
ロ
ビ
ー

に
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
貸
出

し
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
公
民
館

事
務
室
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

閥
和
教
掛
畑
一
V
門

y
l
Jズ
倒

家
庭
の
同
和
教
膏

ω

家
庭
の
同
和
教
育
と
い
え
ば
、

何
か
改
ま
っ
た
む
ず
か
し
い
教

育
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
決
し
て
そ
ん
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
簡
、
単
に
い
え

ば
、
自
分
も
大
切
に
す
る
が
、

他
人
を
も
大
切
に
す
る
子
ど
も

の
加
算
税
が
課
さ
れ
、
更
に
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

役
職
員
等
紹
介

女
民
生
児
童
委
員
(
十
二
月
一
日
5
)

清

水

孝

(

総

務

)

真

由

喜

善

(

副

総

務

)

山
本
万
亀
子
(
婦
人
部
長
)

戸

用

加

代

子

松

本

吉

久

土

居

ミ

ス

ヱ

山

田

直

膨

性

見

和

子

露

内

進

右
の
方
が
任
期
等
に
よ
り
新
し

く
臓
に
つ
か
れ
ま
し
た
。
上
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

消
息

元、

9
@
日

2

1
・叩

カ
お
誕
生
お
め
で
と
う

榎

祭

野

龍

剛

父

上

大

成

冨

永

有

紀

父

秀
則

重
則

を
育
て
る
教
育
で
す
。

親
は
、
そ
れ
を
自
分
の
牛
活
態

度
で
子
ど
も
に
学
ば
せ
る
の
で
す
。

こ
れ
が
家
庭
に
お
け
る
同
杓
教
育

の
基
本
で
す
。

家
庭
教
育
の
土
台
は
何
と
い
っ

て
も
「
家
庭
づ
く
り
」
で
、
家
肢

が
互
い
に
心
の
底
か
ら
う
ち
と
け
、

何
で
も
気
が
ね
な
し
に
話
し
合
え

る
よ
う
な
、
暖
か
い
人
間
関
係
に

結
ぼ
れ
た
明
る
い
家
庭
、
老
人
と

吹 え

風幼(~ë.i 
野き ¥λ忌.ノ
分 稲 、J

け葉

りわ

⑧ 

く
ち
な
し
の
花
の
香
り
に
ふ
る
里
の

亡
き
父
母
の
在
り
し
口
侶
ば
る

久
こび
のさ
プ¥ Iヲ

LF VL 

と吾あ
と娘こ
さと
の背
小中
さを
き，t1t
幸主し
せ百

つ

戸

田

!貫一明

本
田
ミ
ネ
ヨ

関
井
恵
美
子

瀬
音
よ
り
生
ま
る
る
ご
と
流
れ
来
し

小
き
き
サ
ン
ダ
ル
揺
れ
つ
つ
ゆ
き
ぬ

肯
の
?
?
和
折
り
こ
め
た
る
平
成
山

空
に
ほ
の
ぼ
の
希
望
ひ
ろ
が
る

久
保
ミ
ヤ
子

同
井
ミ
ネ
ア

一
生
か
け
て
よ
う
や
く
出
来
し
討
が
家
に

住
む
や
す
ら
ぎ
よ
孫
も
住
み
つ
き
て

す
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

寺

薮

中

岡

崎

ハ

ツ

子

的

歳

鴨

谷

大

見

ミ

チ

ヨ

mm
歳

百

合

谷

政

岡

カ

メ

ヨ

出

歳

神

納

松

岡

秀

夫

日

歳

稲

谷

本

田

久

吉

川

歳

若
者
、
男
と
女
の
別
な
く
、
正

し
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ま
ち

が
い
が
改
め
ら
れ
る
よ
う
な
民

主
的
な
家
庭
、
こ
の
よ
う
な
「
家

厄
づ
く
り
」
を
通
し
て
、
大
切

な
人
間
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
が
家
庭
教
育
の
根
本
で

す
。
ま
た
、
同
和
教
育
の
基
礎

と
も
な
り
ま
す
。

(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

上
林
ヨ
シ
子

ー
寄
贈
御
礼

1

富
永
建
設
株
式
会
社
(
代
表
取

締
役
富
永
大
剛
様
)
よ
り
建
設

機
械
小
松

pcω
油
圧
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
一
台
、
油
圧
や
ブ
レ
ー
カ

l

一
式
、
標
準
部
品
一
式
の
寄
贈
を

受
け
ま
し
た
。

村
直
営
て
事
に
お
い
て
充
分
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
さ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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h
J

一

自
然
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

謀
、
い
冬
の
聞
も
耐
え
な
が
ら
春
の

仕
度
を
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

耳
を
澄
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
つ

ち
か
ら
も
、
こ
っ
ち
か
ら
も
春
の

息
吹
き
が
聴
え
ま
せ
ん
か
。


